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要 旨 
漢字教育は漢字一字の学習にとどまらず，漢字を含む語とその文脈での適切な使用まで

が教育の達成目標となる。中上級レベルの漢字語彙学習においては大量の語彙の中から必

要な語彙を選択することが重要であるが，必要な漢字語彙は各自で違いのあるものである。

本実践研究では，大学・大学院生が各自の専門分野に必要な語彙を選択し，まとめて概念

地図を作成し，それを用いて表現する学習活動を行い，その実践の報告と考察を行う。 
The aim of kanji education is not only studying a particular kanji character but studying kanji 

combinations. Using these combinations appropriately in context is also a significant goal. 
Learning kanji vocabulary in intermediate and advanced levels, it is important for students to select 
the most useful words from the large amount of existing vocabulary.  However, the value of each 
particular kanji vocabulary differs for each learner. In this practical research, university and 
postgraduate students collected vocabulary pertinent to their particular field. Then students made 
conceptual maps by using those collected words. By using those maps, students created 
compositions utilizing expressions of their specialized fields. This paper is a report and 
examination of those activities. 

 
【キーワード】漢字教育・概念地図・漢字語彙習得・中上級漢字学習  

 

１．はじめに 

漢字で使用頻度が高く，その漢字を含む語の数も多いものは，そのほとんどが初級で導

入される。しかし，初級で学習する語彙は限られている。頻度の高い漢字の語数の多さと

各語の重要度を考慮すると，初級でその漢字を教えるだけでは不十分であることが分かる。

漢字学習における初級と中上級にあるギャップを埋めるには習得漢字数だけではなく既習

漢字を含む語の量を増やさなければならない。 

その語彙の導入については二つの方向から学習を進める必要がある。一つは，漢字の頻

度と，その漢字を含む語の数に着目し，応用性の高い漢字とその語彙を優先的に導入する

ことで学習者の抽象的思考を伸ばす情報提供型の教育である。もう一つは学習者が自ら語

彙を選択し，それらを表出することで語彙を習得する方法である。本稿では，この二つの

方向の学習のうち，特に学習者が自ら語彙を選択し習得する学習として，各自の専門分野

に必要な語彙をまとめた概念地図を作成し，それを用いて表現する学習活動を提案し，そ

の実践の報告と考察を行う。 
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２．情報提供型と学習者選択型の漢字教育 

 中上級の漢字学習者から，一体どのくらい漢字を覚えればいいのか，という嘆きと，自

分に必要なものを覚えたい，という声がよく聞かれる。それらの声に応えるために，中上

級の漢字学習を仮に情報提供型と学習者選択型の二つに大別してみる。情報提供型の教育

とは，つまり，一体漢字はいくつ覚えればいいのか，漢字語彙はどのくらいあるのか，と

いう声に応えるものである。この方法に関しては，徳弘(2005a)において，漢字2,100字に

ついて情報を提供する学習資料を開発し，漢字を含む語彙については，その頻度と親密度

を考慮した約15,000語の語彙選択を行った(徳弘2005b)。本研究ではこれらの選択語彙を参

考にしながら，学習者がそれぞれのニーズに合わせて，自分に必要なものを覚える学習者

選択型の漢字教育を実践するために，概念地図を用いた学習を試みた。 

 

３．概念地図について 

概念地図は，言葉によって，ある範囲の概念の広がりを図に示したもので，ニューラル

ネットワークの相互結合型モデル(Elman et al. 1996，中野 1979 など)のアイデアをもと

にして作成したものである(徳弘 2003)。相互結合型モデルは Collins & Loftus(1975)の活

性化拡散モデルとも共通する形で，相互に結びついたネットワークである。この形はさら

に遡れば，19 世紀から研究の始まっている連想法とも通ずるものである。国語学では林大

(1957)の「星図になぞらえた語彙表」も同様の形を持つものである。概念地図による連想

法を学校教育に用いた学習例として安西(1993)がある。 

 

４．概念地図を用いた学習 

 本実践研究では，早稲田大学の「漢字７･８」(上級レベル)の３クラス(学生数各約30名)

において実施した概念地図を用いた学習について，その実践報告と考察を行う。学習は２

回に分けて行った。１回の時間は約１時間で，内容は次のとおりである。以下この順に従

って述べていく。 

 

  第１回  

（１）自然に関する言葉の地図を作る 

  （２）自然に関する言葉の概念地図（指導側作成）の配布と学習 

    （３）概念地図の語をもとに作文 

  第２回  

（４）学習者の専門分野に関する語彙で概念地図を作成する 

 

５．学習実践報告および考察 

（１）自然に関する言葉の地図を作る 

 まず，第１回のはじめに，約15分で自然に関する言葉の地図を作成させた。A４用紙１

枚の中心に「自然」という語を置いて，その語から連想する語を書き，語を○で囲み，語

と語を線でつなぐ作業を行った。作成時は辞書を引くことも学習者同士で話し合うことも

可とした。この学習の意図は，ある概念で言葉をまとめることによって，自分の記憶にあ

る言葉と脳内の概念の広がりを結びつけ，さらに概念や母語では分かるが，日本語では言
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えない言葉や表現を自ら学ぶところにある。この作業によって記憶の精緻化が行われるこ

とも期待される。学習者の作成例を図１～８に示す。 

学習者の作成した図には，いくつかの類型が見られた。図１，２のように分散していく

もの，図３，４のように直列に進んでいくもの，図５，６のように分散した先でさらに分

散するクラスター型，さらにその複合などである。これは，各自の思考方法を示している

ように思われ興味深い。つまり，思考が並列分散的に行われるタイプと，直列で一方向に

進んでいくタイプである。これは良し悪しではなく，各自の思考法の個性とも言えるもの

であろう。また，この図を作成する際，自然という語を中心に置いたが，分散型の図は，

その中心から，図７のように左方向に展開するもの，図８のように右方向に偏って展開す

るもの，全体に分散するものに分けることができた。 

 

＜自然に関する言葉の概念地図，学習者の作成例＞ 

  
図１          図２         図３       図４ 

 
図５         図６         図７       図８  
             

（２）自然に関する言葉の概念地図（指導側作成）の配布と学習 

（１）で学習者に自然に関する言葉の地図を作らせた後で，こちらで作成した自然に関

する言葉(約300語）の概念地図(図９～11)を配布した。これは『分類語彙表』(1964)の

自然に関するものを主にして『分類語彙表』の番号の近い単語を選び出し，相互結合

型のネットワークにしたものである。一つ一つの語を独立させるために○で囲った。

字の大きさは頻度と親密度(天野他1999･2000)の高いものを大きい文字で示してあり，

字の大小によってその語の重要度が判断できる。概念地図の提示は，学習者が連想で
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語彙を増やすことだけでなく，教師側から有用な語彙を提供することも重要な目的と

なっている。語彙の情報はリストにして示しただけでは，学習者の連想のネットワー

クは十分に広がっていかないが，それを地図にすれば，その概念地図上を目でたどる

ことによって脳裏に何らかのイメージが広がりやすくなる。地図上で学習者が自らの

スキーマを自在に動かしていけるようにすることが，語彙を地図の形にした理由であ

る。（１）の図の作成によって学習者に概念の広がりを喚起させておいて，そこに日

本語の語彙を習得すれば，ある概念体系に組み込んだ形で語彙が習得でき，それは後

でその語を利用する時にも，記憶から取り出しやすいものになると考える。概念地図

は同じ形の図を平仮名と英語で作り(図10,11)，三枚重ねて提示した。学習者には，一

通りこの地図を見て，知らない語で自分に必要と思われるものは覚えるように指示し

た。 
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＜自然に関する言葉＞ 
 
 

             清らか    澄む                                                             宇宙 

香り   臭
くさ

い      濃い    薄い          北    南            星座   衛星     惑星 

臭
にお

い  匂い        黒い     水 色          北極 南極    東  西      夜空    流れ星    満月    三日月 

響く    音    白い     色     緑    青い     温帯   寒 帯       天の川     星    地球    月    半月   

騒音              輝く           黄色い      赤い    赤道   亜熱帯       太陽     日  朝日  夕日   夕焼け 
光る   日光   色彩     砂漠    熱帯雨林    野原     鉄        天  大気   気圧   低気圧   高気圧 

反 射   光  光線   紫外線   放射線         熱帯      宝石   鉱物          空気  空  気象 

暗い   日陰   差す   日焼け 日差し  大陸    陸     金   銀  銅          気候   天候  

影  陰    明るい      照る      照りつける      平野    頂上  高原    金属   石油                天気  晴天 

消す   焼失  熱  焦げる    煙  火    山脈   坂  丘     資源   石炭       暖まる       暖かい     晴れ 

溶ける     焼ける     火災    燃える     富士山   土地   地下    岩     暑い   乾く   晴れる    虹 

熱い     爆発       山火事  噴火   火山      山    土   石               涼しい    冷える   乾燥     曇り   雲 

   守る    保護     環境    天然   自然     美しい         寒い      冷たい     湿気   湿度   曇る 

深刻  危機   破壊  開発    不自然       綺麗  尊い   森    川    凍る   降る  梅雨  大雨  洪水 

著しい      温暖化      オゾン層     人工   科学      静か   森林    湖   水  氷   雨  台風   天災  地震 

顕著    防ぐ     二酸化炭素    工場    化学   物質      林   琵琶
び わ

湖   水分  霧  雪     積もる   雷  鳴る 

都市   異常   酸性雨    酸素     排気ガス   公害    有機物    木  河川   泉  池     風   吹く   電気 

人口    減少   現象  水素  廃水  廃棄物    汚す  濁る       谷   谷川   温泉   滝  

増加     恐れる    無害     有害    汚水   汚染      汚れる    汚い    川岸  岸   海水   真水   飲み水   渇く 

飢える     恐ろしい     怖い   有毒   害する   病む     死ぬ    殺す        海岸  海    海流   潮  波    荒れる     津波 

寿命   命  生命   健康    致命的   病気    生きる       生き残る       浜辺  沖  湾  岬   半島   島    列島 

 生き物    生物   動物   昆虫      植物    植える    野菜   農薬    枯れる                              日本海    太平洋  

愛する   人間  鳥  魚   貝  虫    生える      育てる        新鮮    田舎   田園         大西洋 
 神   人類   鳥類   魚類     草   花  草花   果物   果実        風景   景観   景色  

花粉  葉  細菌 根   種  実         素晴らしい          眺め  
              

© Yasuyo Tokuhiro 2006 
図９ 自然に関する言葉の概念地図（漢字） 
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＜自然に関する言葉＞ 
 
 

            きよらか    すむ                                 宇       うちゅう 

かおり  くさい      こい      うすい        きた   みなみ     惑     せいざ  えいせい  わくせい 

におい  におい          くろい    みずいろ            ほっきょく  なんきょく    ひがし   にし   臭
にお

  よぞら ながれぼし  まんげつ  みかづき 

ひびく   おと     しろい    いろ  みどり   あおい   おんたい   かんたい  月  あまのがわ  ほし  ちきゅう    つき   はんげつ 

  
そうおん         かがやく   きいろい      あかい   せきどう      あねったい               たいよう      ひ      あさひ   ゆうひ    ゆうやけ

 

る  ひかる    にっこう  しきさい       さ ば く  ねったいうりん     のはら    てつ           てん     たいき  きあつ  ていきあつ      こうきあつ 

 はんしゃ  ひかり こうせん しがいせん  ほうしゃせん    ねったい     ほうせき こうぶつ     反射    くうき  そら きしょう   

くらい  ひかげ  さす   ひやけ  ひざし  たいりく   りく    きん  ぎん どう 天候   きこう    てんこう 

かげ かげ   あかるい   てる  てりつける   へいや ちょうじょう こうげん    きんぞく    せきゆ    影    てんき  せいてん          

けす   しょうしつ  ねつ  こげる   けむり   ひ   さんみゃく  さか   おか 丘  しげん せきたん    あたたまる    あたたかい    はれ 

とける     やける    かさい   もえる    ふじさん    とち    ちか    いわ   岩  あつい   かわく  はれる  にじ 

あつい    ばくはつ   やまかじ   ふんか   かざん    やま   つち  いし  雲   すずしい   ひえる   かんそう   くもり     くも 

          まもる    ほご   かんきょう てんねん  しぜん    うつくしい  天 さむい   つめたい  
しっけ

 
しつど くもる

  

しんこく
   きき    はかい  かいはつ   

ふしぜん
 る 

きれい
  

とうとい
  

もり
   

かわ
  

こおる
  

ふる
   

つゆ
  

おおあめ
  

こうずい

いちじるしい  おんだんか   オゾンそう  じんこう        かがく  震 しずか しんりん  みずうみ        みず  こおり   あめ  たいふう  てんさい           じしん 

けんちょ   ふせぐ    にさんかたんそ  こうじょう  かがく  ぶっしつ 鳴 はやし   びわこ   すいぶん    きり  ゆき    つもる   かみなり       なる 

 とし  いじょう さんせいう   さんそ   はいきガス  こうがい ゆうきぶつ 池   き  かせん    いずみ      いけ     かぜ    ふく       でんき 

じんこう   げんしょう げんしょう すいそ  はいすい  はいきぶつ  よごす  にごる  谷   たに  たにがわ  おんせん  たき 

 ぞうか     おそれる    むがい ゆうがい  おすい   おせん   よごれる  きたない 海 かわぎし  きし       かいすい  まみず  のみみず  かわく 

うえる  おそろしい  こわい ゆうどく  がいする  やむ   しぬ    ころす  津 かいがん うみ    
かいりゅう    しお  なみ   あれる   つなみ 

じゅみょう   いのち せいめい  けんこう ちめいてき  びょうき   いきる      いきのこる    命  
はまべ

  おき  わん   みさき
   はんとう  しま れっとう 

 いきもの  せいぶつ どうぶつ  こんちゅう 昆 しょくぶつ  うえる   やさい  のうやく かれる    にほんかい  たいへいよう 

あいする   にんげん  とり  さかな  かい  むし   はえる   そだてる   しんせん    いなか  でんえん   田  たいせいよう      
    かみ  じんるい ちょうるい  ぎょるい     くさ   はな  くさばな  くだもの  かじつ 果  ふうけい   けいかん   けしき     

根   かふん   は  さいきん  ね   たね  み     すばらしい        ながめ 

              

＜自然に関する言葉＞ 
 
 

               pure     clear                                  宇        universe 

fragrance  stink     dark, deep       light       north      south     星  constellation   satellite      planet 

odor    smell            black       light blue   臭
にお

   North Pole  South Pole  east  west        night sky    falling star     full moon   crescent 

echo      sound       white     color    green    blue  template zone frigid zone       Milky Way    star       earth      moon    half moon 月  

 noise        q   shine        yellow          red       equator  subtropics             sun        sun    morning sun  evening sun  sunset clouds 

る  shine, light  sunlight   tint, color      desert   tropical rain forest  field        iron            sky  atmosphere  pressure  low pressure high pressure 

   reflection  light   beam   ultraviolet rays   radiation         tropical zone       jewel    mineral                   air        sky   meteorology 

dark    shade  beam(v)     sunburn  sunshine   continent        land           gold     silver   copper     天       climate      weather 

影 shadow shade      bright    blaze  (sun)beat down  plain   summit  highland       metal      petroleum                weather    fine weather  

put out   burn down heat  burn, scorch  smoke  fire  mountain range slope  hill  丘   resource    coal        warm (vi)     warm      fair weather   

melt        burn (vi)     fire   burn(vi), flame      Mt. Fuji      land, estate   underground  rock 岩   hot       dry       clear     rainbow 

hot       explosion       forest fire   eruption    volcano     mountain  soil   stone   雲     cool(weather)   chill(vi)      dryness     cloudy   cloud 

           guard, protect   protection     environment    natural, crude  nature    beautiful    天 cold(weather) cold, cool, icy      humid  humidity   get cloudy 

serious      crisis    destruction  development      unnatural  beautiful, clean  precious forest      river    freeze     fall   rainy season  heavy rain    flood   

  excessive    (global) warming    ozone layer    artificial    science          quiet    forest (formal)   lake   water   ice   rain     typhoon   disaster  earthquake 

striking    prevent        CO₂       factory     chemistry   material  鳴 woods   Lake Biwa    moisture   fog    snow    pile(vi) 
lightning, thunder

sound 

city     abnormality  acid rain    oxygen    exhaust gas    pollution   organic matter     tree   river (formal)   spring pond     wind    blow     electricity   池

population    decrease  phenomenon  hydrogen  drainage (industrial) waste   dirty(vt)  get muddy    valley  mountain stream hot spring   waterfall   谷     

increase     fear, afraid   harmless harmful   sewage  pollute     dirty(vi)   dirty(adj)    riverbank  shore  seawater  freshwater drinking water thirsty    海

starve     fearful      fear, scare  toxic   harm     suffer(illness)     die    kill    津   seashore   sea      current  tide  wave    rough    tidal wave 

life span  life   life (formal)   health   fatal    sickness       live          survive     命   beach  offing   bay  cape  peninsula   island   archipelago   

  creature  living thing   animal    insect   vegetable, plant  plant(v)    vegetable   agrichemicals  wither, die      Japan Sea      Pacific Ocean    昆  

love       human(being)    bird     fish   shell   insect, worm  (plant)grow   bring up, raise    fresh      countryside country        Atlantic Ocean  田   

   god    humankind  fowl    fishes      grass   flower grass flower  fruit   fruit(formal)     scenery, view  scenery sight, landscape 実    

pollen     leaf  bacteria  root   seed   fruit, nut        wonderful       view    根          

             

図10 自然に関する言葉の地図（ひらがな）   図11 自然に関する言葉の地図（英語） 

 

（３）概念地図の語をもとに作文 

 次に概念地図の語をもとに作文をさせた。作文については，４人１組のグループで行わ

せた。全部で400字の文章を４段落に分けて１人１段落（100字）を担当し，話し合って一

つの文章を作り上げることとした。グループで作文させた理由は，グループで行うことに

よって文章構成をはっきりと意識させて作文することができることと，作成の過程で話し

合いが必要になり，そこでも新たな語を学び，それを使う機会が期待できるからである。

グループには課題として，自然に関することで，話し合って自由にテーマを決め，構成を

考えて分担を決め，各自書き終えたところで読み合わせて，重複がないか，文章のつなが

りはよいかを確かめるように指示した。次に学習者の作成した「自然と神」についての作

文例を示す。漢字・文法の誤りを訂正する前のものである。 

 

  神というものは，本当は存在していないのではないか。例え存在しないと言え

ども遥か昔から世界の各地では様々な神話がなぜか言い伝えられている。植物は

太陽の光を浴びて成長する。多いの人間は花の匂いに心を打たれる。自然はあり

とあらゆる人間に神の印象を与えて来ただろう。 
この様に，川の水に反射していた光に金を見た人が多いだろう。本当に金であ

れ，ただ光の反射であれ，多いの人々はその色に魅了されて来た。金色の物に神

を見た人も多いだろう。その結果，文明と共に日や金に基づいた宗教が沢山現れ

た。 
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嵐や竜巻などの恐ろしい自然現象に神の存在を感じた者も沢山いただろう。文

明社会の中でも恐怖が高まる時，多いの人々は神や神を知り尽くしているように

思われる宗教に救いを求める。時代によって，人間にとって災い自然現象が神に

与えられた罰だという見方もあった。 
   一方，仏教の神は恐ろしくない。更に，文明の前進と時代の変化と共に，人間

の信仰は自然の神を崇拝する宗教から，神の存在を得た人間を崇拝することへ移

り変わっている傾向が見える。このことから，人間が自然と離れつつあるという

考えも想像に難くない。 
 

以上，（１）～（３）の作業を1時間で行い，第１回の学習とした。 

 

（４）学習者の専門分野に関する語彙で概念地図を作成する 

 第１回の学習の終了時に，２週間後に自分の専門分野で概念地図を作ることを予告し，

２週間の間に言葉集めをしておくように指示する。１週間後には，言葉集めの進捗状況を

報告させるにとどめて，準備期間とする。２週間後に１時間を使って自分の専門分野に関

する概念地図を作成した。学習者による作成例を＜学習者の作成した各専門分野の概念地

図＞に示した。学習者によってはコンピュータを用いて地図を作成した者もあった。 
 学習後にアンケートを行い，この学習活動について「よかったこと」と「よくなかった

こと」を書かせた。学習者(82 名)の感想を類似したもので項目にまとめ，その回答者の人

数と回答内容の一部を下の表にした。 
 

項目 人数 回答内容（一部）

語彙が増えた 18 専門領域の言葉を増やせてよかった。

連想しながら，ぼんやりしている意味の言葉が正確にわかるきっかけになった。

一つの分野について知識が増えます。/もっと理解を深めた。

既知語の整理 9 単語を一括整理する機会になってよかった。/自分が勉強したことを思い出すことができてよかった。

意外と分からない単語が多いということに気がついた。

専攻がない私には自分が今この学校で何をしているのかについて悩む時間になったような気がしました。

振り返り 6 自分の専門についてもっと深く考えてみることができてよかった。そして，今，何をすべきかも分かった。

覚えやすい 3 単語を連続して考え，単語もおぼえやすかったです。今もその時書いた単語が頭の中に入っています。

役に立つ 7 自分自身に近い日本語を増やす機会として本当に役に立った。/自分の専門用語の学習にとても役立つ。

これからこんな言葉は自分の地図を作って勉強できると分かった。

前にこんな勉強方法はやったことがないのでいい経験になりました。

時間不足 13 時間が足りなくて，すばらしい図を作れなかったからちょっと残念でした。

大変 6 自分の専門がすごく広範囲で，大変でした。

難しい 3 言葉と言葉の関連性を考えながら地図を作成したところが非常に難しかったです。

正誤の確認ができない 3 正しい，実際に使われている言葉かどうか分かりません。

地図を作ったら混乱する可能性がある。/あまり有効ではないと思う。

役に立たなかった。よく自分が知っている言葉を連想しやすいから，実際に勉強した言葉は少なかった。

色々な人と話し合ったらもっといいアイディアが出ると思います。

14

7

13

7

理解・知識増

気づき

方法の評価

問題の指摘･助言
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６．まとめと今後の課題 
本実践研究では，自分に必要なものを覚えたい，という学習者の声に応えるために，学

習者自らが必要な語彙を選択する漢字学習の実践として，概念地図を用いた学習を試みた。 

活動後のアンケートの結果から，多くの学習者がこの活動によって各自の語彙を増やし，

自分の専門に関する知識を整理していることがわかる。また，概念地図を作成することが，

専門分野について考える機会となり，そのことにより，今自分に何が不足し，何をすべき

かに気づく機会になっていることもうかがえる。 

問題としては時間不足が最も多かった。連想で既知語を地図にするだけでなく，新しい

語を学ぶためにも，準備の時間も含めて次回からは学習時間を十分に取る必要があるであ

ろう。また，漢字クラスにはさまざまな学部，大学院から学生が集まってくるので，学習

者の作成したものについて，専門の知識がない教師には学習者の間違いを指摘できない可

能性があるという問題もある。しかし，そのことも含めて，学習者が自律的に学習してい

く姿勢を身につけられることも重要である。さらに，地図という形ではなく，別のまとめ

方についても学習者自らがそれぞれにあった方法を見出していくことも期待したい。 

今後この活動の発展として，作成した概念地図を用いて，小論文を書いてみることを行

い，学習した語が文章中で適切に用いられるようにしていく作業を行っていきたい。 

 

 

 

＜学習者の作成した各専門分野の概念地図＞ 
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